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大崎広域新斎場整備・運営事業
西松建設北日本支社グループ　
代表企業：西松建設株式会社北日本支社

執行役員支社長　鷹野　文英

大切な時を地域と共に
西松建設北日本支社グループ　維持管理・運営
代表企業　株式会社宮本工業所東北支店支店長　佐藤　孝俊

大崎広域古川斎苑　完成

ＤＢＯ方式　技術とノウハウ結集

（１１） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　４月１日　（水曜日）

■施　設　名　称／大崎広域古川斎苑
■所　在　地／宮城県大崎市古川小野字新田裏番
■発　注　者／大崎地域広域行政事務組合
■構　　　造／ＲＣ造一部Ｓ造
■延べ床面積／，．㎡
■施　設　整　備／【施　　工】西松・江村・宮本工業所特定建設工事共同企業体（松建設株式会社北日本

支社、株式会社江村工務店、株式会社宮本工業所）
　　　　　　　【設　　計】（建築）株式会社山下設計東北支社、株式会社アーキランド、

（造成）佐野コンサルタンツ株式会社
　　　　　　　【施工監理】株式会社日産技術コンサルタント東北事務所
■運　営　維　持／株式会社宮本工業所、有限会社ちゅうそう、有限会社千田清掃
■火　葬　炉／人体炉６基、小動物炉１基
■主　要　諸　室／待合ホール２室、待合室５室、告別・炉前ホール４室、収骨室４室、小動物待合室
■駐　車　場／会葬者等用台、斎主用５台、小動物会葬者用２台、マイクロバス駐車場８台ほか
■工　　　期／年３月日～年３月日
■供　用　開　始／年４月１日

　写真提供：西松建設
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本
工
事
は

も
と
も
と
水
田
で

あ

た
軟
弱
な
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盤
の
土
地
を


施
設
に
つ
な
が
る
道
路
を
作
る
た

め
に
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を
切
り
開
い
た
土
砂
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成
し

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と
か
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た
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搬
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
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
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
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へ
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づ
け

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た


　
ま
た

広
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な
敷
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の
工
事
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理
す
る
上
で

ド
ロ

ン
に
よ

る
測
量
な
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の
Ｄ
Ｘ
技
術
を
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す
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こ
と
で
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施
工
精
度
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と
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を
図
り
ま
し
た
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建
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
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
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
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
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
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め
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造
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
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
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搬
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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
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方
式
で
取
り
組
む
大
崎
広
域
新
斎
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整
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・
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の
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が
完
成
し
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
西
松
建
設

北
日
本
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中
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と
す
る
事
業
者
グ
ル

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を
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
地
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え

る
建
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や
設
備
の
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朽
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
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ど
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す
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に
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
４
月

１
日
か
ら
﹁
大
崎
広
域
古
川
斎
苑
﹂
の
供
用
が
始
ま
る


　私たちは、奥羽山脈の荘厳な山並
みを背景に、新たな古川斎苑が無事
に竣工いたしましたことをここに謹
んでお知らせ申し上げます。この斎
苑は、地域の皆様が大切な方を偲び、
敬意をもってお見送りできる場所と
して設計されました。四季折々の自
然の美しさを感じながら、訪れるす
べての方々に心安らぐ空間を提供す
ることを目指して取り組んでまいり
ました。
　奥羽山脈は、その雄大な景観によ
り、地域の人々に長年にわたり深い
感動を与えてきました。この斎苑が、
この美しい自然の中で故人を偲ぶ場
となり、利用者の皆様にとって安ら
ぎを得られる場所となればと願って
おります。特に、故人との最後の別
れが大切な瞬間であることを深く理
解し、その意味を尊重する空間づく
りを心掛けました。
　本プロジェクトは、設計から建設、

運営までを一貫して行うＤＢＯ（De
sign-Build-Operate）方式が採用さ
れています。この方式により、地域
に最適な施設をご提供できるよう努
めてきました。特に、地域の特性や
皆様のご意見を反映した設計を行う
中で、多くの関係者の皆様のご理解
とご協力を賜りましたことに深く感
謝申し上げます。
　この新しい斎苑が、地域の皆様に
愛着のある場所となり、多くの心温
まるお別れの場を提供する役割を果
たすことを心から願っています。私
たちは、地域社会において大切な時
間を過ごす斎場として、葬送文化の
尊厳を守りながら、供養の場として
の役割を果たしていく所存です。
　今後とも地域の皆様のご指導ご鞭
撻を賜りますようお願い申し上げ、
私たちの活動が地域の皆様にお役に
立てることを願っております。

　年４月１日より新斎苑の供用開始
となり、これから年間、地域のお見送り
の場を管理運営する重責を感じており、
身の引き締まる思いでございます。
　私ども西松建設北日本支社グループ　
維持管理運営グループは３社で構成する
グループです。代表の宮本工業所は、全
国で火葬炉事業を展開しており新斎苑の
火葬炉の納入から運転管理を担います。
運営企業の（有）ちゅうそうは鳴子・岩
出山地域に根差した葬祭業者です。大崎
広域玉造斎場での火葬業務経験を活かし
新斎苑での受入・告別・炉前業務を担当

します。（有）千田清掃はバイオディー
ゼル燃料製造販売の他、環境衛生施設の
管理実績を活かした施設全体の維持管理
業務を行ってまいります。
　このように地元企業に火葬炉納入メー
カーのノウハウをマッチングさせ、地域
の葬送風習を守り、地域の皆様の大切な
見送りの時を、ご遺族、会葬者に寄り添
いながら提供してまいります。これから
年と長期にわたる管理運営が始まりま
すが、地域の皆さまと共に歩んでいく所
存です。温かいご指導を賜りますようお
願い申し上げます。


